
【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
新潟市 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
新潟市 

取 組 の 名 称 
6 月の「食育の日」の取り組み 

実 施 時 期 
6 月 19 日 

取 組 内 容 【目的】 
新潟市が進める「食育の日」の取り組みの趣旨に賛同する小売店、飲食店等の

食品関連事業者を、新潟市「食育の日」協力店として登録し、新潟市と協力店が

共同で「食育の日」の取り組みを市民に周知することで、食育および「食育の日」

の普及啓発を図るとともに、取り組みを通じて、市民が食を正しく選択し、健全

な食生活を実践するための力を習得することを目的とします。 

 
【対象者】 
 すべての市民 
 
【実施内容】  
 飲食店（7 社 9 店舗）では、食育メニューを提供しました。県内・市内産食材を豊

富に使用したものや、野菜を多く使用したものなど、各店舗の特徴をいかして様々

なメニューを提供しました。 
 小売店（12 社 91 店舗）では、野菜や魚介類など地場産食材の集合販売のほか、

新潟市「食育の日」ののぼり旗掲揚、レシピ・リーフレットの配布等を行いました。 
  
 
 
 
 
 
 

   
（左：飲食店における県内産食材を豊富に使用した食育メニューの様子） 
（右：小売店における地場産食材（魚介類）の集合販売およびのぼり旗掲揚の様子 
 

 



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
新潟市 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
新潟市 

取 組 の 名 称 
食育・花育センターにおける北陸農政局の展示の実施 

実 施 時 期 
6 月 19 日～6 月 30 日 

取 組 内 容 【目的】 
食育および「食育の日」の普及啓発を図るとともに、「食」に対して興味関心を持

つ機会を提供します。 
 
【対象者】 
 すべての市民 
 
【実施内容】  
食育・花育センターにおいて、北陸農政局による展示を実施しました。「多様な食

材による地域固有の様々な食文化」と「日本人の伝統的な食文化の発信」がテーマ

のポスターを掲示しました。これらのポスター掲示の他にも、食育月間のポスター

掲示、新潟市「食育の日」のぼり旗の掲揚、パンフレットの設置等を実施しました。

パンフレットは食料自給率に関する「ニッポン食べもの力見つけ隊」、新潟県の郷土

料理を掲載した「伝えたいにいがたの味」シリーズを設置しました。また、最低限

身に付けたい食生活の知識やマナー、新潟市民なら知っておきたい新潟市の食事情

等を掲載した「にいがた流 食生活マニュアル」を配布しました。週末には多くの方々

が訪れ、展示を観覧しました。 
 

 



【様式１】 

① 食育月間の取組 

 
提 出 都 道 府 県 名 

政 令 指 定 都 市 名 
新潟市 

取 組 市 町 村 名 

取 組 団 体 ・ 企 業 名 
新潟市食育・花育センター 

取 組 の 名 称 主催料理教室の開催 
「シェフの食育料理講座～初夏の鯵を使った和食膳～」 

実 施 時 期 
6 月 19 日 

取 組 内 容 【目的】 
 新潟の旬の食材を活用し、料理を作るといった体験を通して、郷土料理の歴史や

作り方、食と健康づくりの関係など、食に関する様々な形式を楽しく学ぶことので

きる機会を提供します。 
 
【実施内容】  
 平成 30 年 6 月 19 日（火）に、新潟市食育・花育センター調理実習室において、

主催料理教室「シェフの食育料理講座～初夏の鯵を使った和食膳～」を開催し、 
一般成人 32 名を対象とし、定員数 32 名に対し 34 名の応募がありました。 
和食店のオーナーシェフである長吉先生から、鯵のおろし方と、鯵を使った料理

を数品習いました。鯵は 1 人に 3 匹配られましたが、長吉先生から丁寧に指導を受

け、初めての方でも上手におろす事ができました。 
地産地消をコンセプトにしている長吉先生は、地元農家との繋がりも大切にして

います。当日は、松田農園の新鮮野菜をふんだんに使った料理も紹介されました。 
プロの包丁さばきや調理のコツを沢山習う事ができ、受講者の満足度は大変高か

ったです。 
旬の魚を使った料理教室を開催してほしいという要望は多く、今後も継続して実

施していきたいと思います。 
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